






要約 

健康妊婦 462 名と流・死産・奇型児出産婦 23 例を対象としてトキソプラズマ症に関する研

究を行った。IHAtest による抗体陽性率は健康妊婦(9.5％)に対比して流・死産・奇型児出

産婦(21.7％)で高く,トキソプラズマによる胎児障害の可能性が強く示唆された。さらに,

臨床症状を伴わないIHA 抗体陽性例において検出された一過性の CIC の存在は治癒期の宿

主内シスト残存とその破裂を推定させた。 


